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   第３７号 
（平成１６年３月２９日発行）  
                    
 

コイヘルペスウイルス（KHV）病について  

病 理 環 境 課 

 

１．はじめに 

平成 15年 6月に国は、国内への侵入が危惧され

ていたコイヘルペスウイルス（以下KHVと表記）

病を新たに持続的養殖生産確保法の特定疾病と位

置付け、侵入を警戒して蔓延防止に万全の体制で

備えてきました。 

ところが、平成 15年 11月 2日、茨城県霞ヶ浦

のコイ養殖場で、国内では初めて KHV 病の発生

が確認されました。これに続いて、平成 16 年 3

月１日現在までに 23都府県の養殖場、釣り堀、天

然河川等で発病が確認されています。 

県内においても 11月 14日上越地方の釣り堀、

11 月 27 日下越地方のマゴイ養殖業者でいずれも

発病はありませんでしたが、KHV陽性を確認しま

した。この２カ所の対象魚は、既に処分、処理が

行われました。 

２．KHV病にどのように対応してきたか？ 

県は KHVの蔓延防止のため、平成 15年 11月 5

日に生産団体、市町村に対し県外産淡水魚の移入

自粛を要請、11 月 14 日市町村にコイの移動と放

流の自粛を要請しました。12 月 22 日にはコイ以

外の淡水魚については、移動と放流の自粛要請が

解除になりました。 

また、11 月 24 日県内のニシキゴイ生産者団体

は移動の自粛を決定しました。 

県は平成 15年 12月 11日から、県内ニシキゴイ

養殖 153経営体に対して、KHV病の PCR検査を

実施して、3月 10日までに全ての経営体で陰性を

確認して、業界に通知しました。これに基づいて

業界は自らの責任において、検査を終わった全て 

 

の経営体に対して移動自粛を解除しました。県は

さらに、これ以後ニシキゴイ養殖約 109経営体を

対象に検査を実施しています。 

マゴイについても、県内のマゴイ養殖業者、釣

り堀のうち、茨城県産魚を入れている業者に対し

て、PCR検査を実施しています。 

３．これから KHV病にどのように取組むか？ 

153経営体、および 109経営体の PCR検査が終

了した後、これらの検査結果と業界がつくった安

全基準に基づき、安全性を判断して、業界自らの

責任で残された養殖業者に対して移動自粛解除を

進めて行く予定にしています。そのためには、生

産者の組織化と監視体制づくりが欠かせません。

全日本錦鯉振興会あるいは（社）新潟県錦鯉協議

会に所属していない生産者は、組織に所属するよ

うにお願いします。 

県としてもKHV病の PCR検査に協力して、必

要な技術指導等を行っていきます。 

出荷に向けた安全基準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  

（業界の責任）

（県→業界）

（業界の責任）

（業界の責任）
（県は施設整備を
農林県単で補助）

業界が定めた安全基準

水温２０～２５℃下で３週間隔離飼育
（隔離飼育の監視体制の整備）

県によるＰＣＲ検査

異常なし

検査結果の通知

出荷の判断

異常あり

原因究明・適切な処置



                                                                                    

４．どんな恐ろしい病気か？ 

大きさや年齢に関わらずニシキゴイやマゴイに

発生し、死亡率が非常に高く、短期間で大量に死

亡します（斃死率は 100%に達することもありま

す）。水温 18～27℃で発生し、22～27℃で斃死率

が最高になります。 

KHV病は、1997年に初発生が確認されて以来、

イスラエル、米国、ドイツ、オランダ、ベルギー、

英国、南アフリカ、インドネシア、台湾で発生し、

2003年 11月、日本でも発生しました。 

人に感染する危険はなく、KHVに感染したコイ

の肉を食べても人体に影響はありません。 

５．どんな症状？ 

この病気にかかった魚は行動が緩慢になり、摂

餌不良になります。また、鰓の色が白っぽく退色

し、鰓の組織（形）が崩れ、軽い鰓ぐされ症状を

示します。しかし、これ以外に目立った症状は見

られないと言われています。 

６．どうして恐ろしいか？ 

この病気にかかった魚は急激に斃死し、高い死

亡率になることが多く、これまでに有効な治療法、

予防法が見つかっていません。また、KHVの感染

魚や感染魚の飼育水との接触により感染するため、

マゴイ、ニシキゴイの輸入、品評会を介して感染

する危険性が非常に高いのです。 

これにより、KHVが発病すると一生産者にとど

まらず、周囲の地域にも発病・被害の拡大が懸念

されます。そのため、発病が確認された地域から 

の魚の移動を停止することにより、KHVの蔓延を

防止するしかないのです。 

７．感染を防ぐにはどうすればよいのか？ 

① 無病と確認されていないマゴイ・ニシキゴイを 

 

 

 

移入しないでください。 

無病が確認されていない魚を移入する場合は、 

移動させず、20～25℃で 3週間隔離飼育を行い、

経過を観察してください（平成 16年 3月現在、移

動解除になったニシキゴイ生産者以外は移動自粛

を行っているため、マゴイ・ニシキゴイの移動自

粛要請がかかっています）。 

② 消毒を徹底して行ってください。 

タモ網、タライ等の器具機材、長靴、手指およ 

び隔離池の飼育水は塩素剤で消毒してください。

塩素剤はハイポで中和してから排水してください。

KHVに対しては、他の消毒剤の効果は今のところ

分かっていません。 

 

＊KHV病が特定疾病に追加されたことにより、法

律に基づいて次のことを命令することができるよ

うになりました。KHVの罹っているか、罹ってい

る疑いのあるマゴイ、ニシキゴイの移動制限・禁

止、病魚・死魚の処分、飼育器材の消毒などです。 

ただし、これは法律に基づいて、都道府県知事が

命令を出した場合です（現在までに、本県では法

に基づく命令は出されていません）。 

 

 

 

 

 

 

 

＊ 塩素剤による消毒の注意 
・次亜塩素酸ソーダ（有効塩素 10％以上含有）
を 1000 倍に薄めると 100ppm の液になり、
その液の中に 30秒以上漬けます。（洗濯用、
台所用漂白剤は有効塩素 5％程度です） 
・消毒液は使用直前につくり、使用頻度により

ますが、数日毎に作り直してください。 
・塩素剤は魚毒性が強いので、タモなど塩素剤

に漬けたものを使用する場合は、地下水で充

分に洗浄するか、ハイポで中和してから使用

してください。塩素量 100ppm の水１t であ
れば、200g以上のハイポで中和されます。 

飼育されている魚に急激な死亡や異常が見られた場合は、 

早急に県庁水産課または内水面水産試験場まで連絡して下さい。 

２  

県庁水産課 内水面係      電話 025-280-5315 

内水面水産試験場 病理環境課  電話 0258-22-2109 



DNAを使って親魚を見分ける方法 

                              養殖課 主任研究員 佐 藤  将 

 

平成 12年発行の本紙 34号に「ニシキゴイの血

は濃いか？」と題し、近親交配の進行と弊害につ

いて書きました。ニシキゴイは、もともと突然変

異で出現したこと、特定の親魚や同じ品種同士で

交配するなどの特殊性から、近親交配がある程度

進むのはやむを得ません。一般的に近親交配の進

行は、奇形の発生や弱体化を引き起こします。近

年の魚病の多発は、近親交配の影響で体質的に弱

くなったことも一因として考えられます。 

多くの生産者は、近親交配に配慮して自家生産

の親魚のほか、よそからも親魚を求め使用してい

ます。親魚の導入には血筋なども調べるとは思い

ますが、自分の持っている親魚がどのくらい血が

近いか、言い換えると DNA がどのくらい似かよ

っているかは、見た目からでは判断できません。 

現在は技術の進歩で DNA を調べることができ

ます。DNAのある部分を調べると血液型のように

タイプ分けができ、血液型よりもさらに細かく分

けることができます。そこで DNA がどれくらい

似かよっているか、試験場の親魚（平成 14年度使

用・未使用親魚）について、DNAの４つの部分を

調べました。爪先ほどの鰭からDNAを取り出し、

PCR という技術で DNA を増やします。これを

DNA分析装置にかけると、DNA型が数字 

 

表１ 内水面水産試験場保有親魚の DNA型 

として読み取られます。 

読み取った結果を表１に示しました。DNA型は

２つの数字の組合せで示され、数字ごとに色分け

しています。表中の空欄は、DNA型がうまく検出

されなかったものです。三色は No.1がすべて同じ

型になるなど、似かよった DNA 型を示しました

が、それぞれ少しずつ異なり、調べた範囲ではす

べての親魚に違いがありました。F1・もどしとあ

るのは中国産コイ（荷包紅鯉）との交雑魚ですが、

荷包紅鯉原種やその交雑魚、マゴイはニシキゴイ

にはない DNA型を示しています。 

今回調べた DNA は「マーカー」といわれる目

印になる部分で、実際の形質（色や模様など）に

直接関係していません。ですが、このマーカーを

目安に異なったDNA型の親魚を交配することで、

近親交配を防ぐことができます（図１）ので、今

後はそのような研究を深めるとともに、生産者の

親魚の状況も調べてみたいと考えています。 

 

 

 

３  

品種　　　　
DNA

三色♀1 179 179 156 158 78 80 288 288
三色♀2 179 179 76 80 288 288
三色♀3 179 179 76 78
三色♀4 179 179 78 80 320 320
三色♀5 179 179 80 80 300 318
三色♀6 179 179 80 80 288 288
三色♀7 179 179 76 78 288 302
三色♀8 179 179 78 80 288 288
三色♀9 179 179 78 78 288 288
三色♂1 179 179 78 78 266 288
三色♂2 179 179 149 158 76 78 288 288
F 1紅白♀ 179 191 76 80 250 313
F 1赤無地♀ 179 185 153 167 76 80
荷包原種♀ 185 191 158 158 76 76 293 293
もどし紅白♂1 166 179 149 158 76 78 288 288
もどし紅白♂2 179 179 153 167 76 79 250 250
もどし三色♂ 179 185 158 167 76 80 293 318
F 1三色♂ 179 185 78 80 288 318

No.1 No.2 No.3 No.4

No.1 
No.2 
No.3 
No.4 

子魚の 

DNA型 多様 

遺
伝
子
型 

近親交配の防止 

画一的 近親交配の進行 

図１ DNA型を利用した近親交配の防止 



アユにおける種苗由来の判定法について 

                              資源課 専門研究員  冨 田 政 勝 

 

河川内アユの構成は、海から遡上した天然アユ

（海産）と、放流したアユ（人工産）が混在した

形となっています。近年に至り、アユに斃死を伴

う疾病（冷水病等）の蔓延が見られ、特に平成 15

年春の海産アユ遡上量の激減が加わり、大きな打

撃を受けているのが現状です。 

このようなことから、河川内アユの海産・人工

産アユの割合が興味を引くところで、その問い合

わせもあります。そこで、アユにおける種苗の判

定方法として鱗の数を調べて判定する方法を紹介

します。 

 

１．鱗の数え方 

1）数える鱗 

背鰭の基部から側線に至る右斜め下に並んで

いる鱗「側線上方横列鱗」です。（写真-1･2） 

 

写真 1  鱗の計数部位 (白い実線上の鱗) 

 

 2）計数までの手順（数え易くするため） 

（1）数える鱗とその左右周辺の鱗を、刃物で逆

なでして落とします。（スケールスポット

が現れる･写真 2） 

（2）鱗を剥がした後に、赤色の蛍光ペン等でも

う 1度逆なでして色を付けます。(写真 3） 

   (3）数え方は、背鰭の基部から右下に向かって

数え側線上の鱗は数えません。背鰭基部の

鱗は不規則な並び方をしていることがお

おいので少々熟練が必要です。大きなアユ

では 2～3 倍の虫メガネで見れますが、小

さいアユでは顕微鏡等を使って計数しま

す。川に遡上した直後の小さな稚アユ 

(4~5cm)でも、この方法で計数できます。 

 

 

   写真-2          写真-3 

ウロコを剥がす     をつけて見やすく 

2． 

   写真 2           写真 3  

    鱗を剥がす          色をつけて見やすく 

 

２．種苗判定 

 1）種苗別鱗数の比較 

    種苗別に鱗を計数調査した(本間･2001）結果

を表 1に示しました。 

表 1   種苗別鱗数比較 

     種苗別    鱗数範囲(枚)  多頻度枚数(枚) 

  琵琶湖産       22 ~ 25           23 

  海産  (寺泊)   20 ~ 22           21 

  人工産(村上)   15 ~ 19           17 

    

 2）魚野川で採捕したアユの鱗数組成 

    平成 14 年度に魚野川で採捕したアユの鱗数

組成を図-1に示しました。表 1を元に、鱗数 19

枚以下を人工産 20 枚以上を海産と大別した場

合、湖産アユの放流が皆無であることから人工

産アユは 32.3％で 1/3 を、また、海産アユでは

67.7％で 2/3 を占めたことがわかりました。 

 

 
図 1   魚野川採捕アユの鱗数組成
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４  
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池産の稚魚によるサクラマスの増殖収支について 

                              小出支場 専門研究員 関  泰 夫 

 

サクラマスを増やすことについては、河川のみ

ならず沿岸の皆さんの期待も大きく、関係者の努

力が続いています。しかし、その成果については

サケと比較してかなり遅れていると言わざるを得

ません。その原因はいくつか推定されていますが、

この魚の特性が先ずあげられると思います。 

① 生態の特性 

サクラマスは海へ降るまでに1ヶ年を要するこ

と、そして降海する稚魚は全体の約半数であるこ

と、さらに産卵のために川へ帰っても春から秋ま

で河川に住まなければならない等、サケに比べ親

子とも環境の変化が大きい川で暮らす期間の長い

ことから自然、人為等の影響を強く受けているこ

とが考えられます。しかし、この生態はサクラマ

スの持つ宿命で、人の手では左右できないもので

す。一方、サクラマスは池の中で親魚を育て、卵

を取ることができるというサケでは真似の出来な

い面があります。 

② 生態を利用した増殖技術 

 内水試では国の支援を受けて、この生態を利用

した稚魚を計画的に生産して放流し、サクラマス

を増やす調査を下越地区で漁協の皆さんの協力を

得て行ってきました。その結果、有効なサクラマ

スの増殖方法として、サケと同じように春に稚魚

で放流することが、県内ではサクラマスを増やす

一つの優れた方法であると判断されました。春稚

魚の他にも、発眼卵や秋まで育てた魚、更に 1 年

間育てた幼魚の春放流を試みましたが、回帰結果

を総合的に検討して、春稚魚の放流が効果の高い

ものと考えられました。 

この稚魚放流は親魚を池で育て卵を取り、稚魚

を作って放流するわけですが、それには経費が必

要となってきます。ここでは放流に要した稚魚の

経費と漁獲で得た魚の収入との関係を簡単に試算

し、事業の収支について考えました。 

③ 増殖収支 

試算するにあたり前提とした条件は、漁獲した

 

魚は 1 尾 2.5kg の大きさで、単価は kg 当たり

2,000円とし、1 尾 5,000円としました。 

漁獲に必要な経費は種々あると思いますが、ここ

では単純に考えるためにそれらは除外しました。

そして 1 尾を漁獲して得た 5,000 円で再び放流

（購入）できる稚魚単価の変化と、それが 1 尾回

帰して漁獲された場合の回帰率の関係を見ました。 

 稚魚の単価が 1尾 5円とすると 5,000円で放流

できる稚魚は 1,000尾、10 円では 500 尾、15 円

になると 333 尾と少なくなり、逆に放流数に対し

て 1尾回帰して漁獲すると、その回帰率は 0.1%、

0.2%、0.3%となり、稚魚単価が上がるとその回帰

率は高くなければなりません。今までの調査から、

稚魚放流による回帰率は 0.2%前後と推定されま

した。放流の経費が安ければ、回帰率は低くても

放流に要した経費は回収することができます。 

④ 放流を進めるための課題 

 放流を行うためには経費とそれに応じた収入に

ついて調べ、適正な事業の評価が不可欠で、その

収入を算定するためには捕獲数をどうしても知る

必要があり、漁獲量の正確な把握が増殖を行うカ

ギとなります。これは沿岸での漁獲についても同

様で、海・川合わせた増殖体勢が事業をいっそう

推進することになると思います。 

 内水試では、今後も放流効果を高めるための調

査を行う予定です。皆様の御協力をよろしくお願

い致します。 

５  

写真 1 サクラマスが上る魚野川 



平成 15年度の一般公開 

                              養殖課 専門研究員 小 池 利 通

 

去る 7月 27日（日）に当場の一般公開を行いま

した。一般公開は平成 11年度から行われている行

事ですが、小学生を主とした県民に当場の業務の

内容などを紹介して理解と関心を深めていただく

ためのものです。 

県のテレビ広報番組、広報誌、ホームページな

どの他に特に小学校には案内パンフレットを配布

して来場を呼びかけていますが、来場者数は表 1

のように年々増加しています。 

今年度は、昨年度の魚の解剖体験、生きている

魚介類のタッチ体験、ビデオやパネルによる当場

の業務や魚の紹介・相談、淡水魚の展示と説明、

魚の配布などの他に投網の体験、顕微鏡による稚

魚やプランクトンの観察、パソコンによる魚クイ

ズのコーナーなどを新たに設けました。 

 

表１ 来場者数の推移 

年度  11   12    13    14   15 

大人    18    98    114    126   214 

子供    86    86    112    136   189 

合計   104   184    226    262   403 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

外来魚コーナー

新潟県の魚紹介コーナー

顕微鏡観察コーナー

お魚クイズコーナー

魚の飼育相談コーナー

ヤマメの解剖実習コーナー

よかった 種類が少ない 何とも言えない つまらない その他

 

 
写真１ タッチプールの魚にふれあう子供たち 

 

 その結果、天候にも恵まれたこともあり、予想

以上に多くの来場者があり大盛況でした。反面各

コーナーが混雑し、十分楽しめなかった方も多数

居られたかと思いますので、来年への課題とさせ

て頂きます。来年度もまた行うことになるかと思

いますが、ご意見などありましたら声をお聞かせ

ください。なお、一般公開に限らず当場は一般者

の見学を開放（土、日、祝日、年末年始を除く）

しておりますので、近くにお越しの際は気軽にお

立ち寄り頂きたいと思っています（事前に連絡を

お願いします）。 

 

 

 

 

 

 

６  

        昨年の夏は冷夏で凌ぎやすかったと喜んでばかりはいられません。アユを始め河川漁業の

不漁、ニシキゴイなどの養殖生産に大きな影響が現れています。地球規模での異常気象は、

地球温暖化などの人間活動によるところが大きいと聞きます。今日の科学技術を築いた人間の英知は確かに

すばらしいが、自然は人間の力の遙かに及ばない存在に感じられてなりません。自然環境と共存し保全する

立場から、私どもも、河川環境修復、豊かな生態系の保全に努めて参ります。        （K.Y生） 

水声魚語 

 アンケート結果  


